咲いた のが …… こう 目に 見える ようで、 それが またい 

かに も 寂しい。 

かさな おんな しいた 

一 一条ば かリも 重って、 美しい 婦 の 虐げられた I 

きた 

I 旧藩の 頃に は どこでも あり 来り だが —— 伝説が ある 

からで。 

とおりみち きんじょ 

通 道と いうで もな し、 花 はこの 近処に 名所 さえ あ 

さぐ ひなか 

るから、 わざと こんな 裏 小路 を 捜る もの はない。 日中 

としごろ 

も ほとんど 人通り はない。 妙齢の 娘で も 見えよう もの 

なら、 白昼と いえ ども、 それ は 崩れた 土塀から 影を顕 

わした と、 人 を 驚かす であろう。 

その 癖、 妙な 事 は、 いま 頃の 日の 暮方 は、 その 名所 



ところで、 いま 言った 古小路 は、 私の 家から 十 町 余 

リも 離れて いて、 縁で 視 めても、 二階から 伸 上っても、 

いたぶき みまわ 

それに …… 地方の 事 だから、 板葺 屋根へ 上って 朐し 

たて つらな にぎやか まち や 

て も、 実は 建 連った 賑 な 町家に 隔てられて、 その 方 

角に は、 橋 はもと よりの 事、 川の 流 も 見えない し、 小 

路 など は、 たとい 見えても、 松 杉の 立 木 一本に も かく 

れて しまう。 …… 第一 見えそう な 位置で もない のに I 

I いま 言った 黄昏になる 頃 は、 いつも、 窓に も 縁に も 

かど 

一 杯の、 川 向う の 山ば かり か、 我が家の 町 も、 門 も、 

てす リ ふすま もうろう 

欄干 も、 襖 も、 居る 畳 も、 ああ ああ 我が 影 も、 朦朧と 

ひとすじ 

見え なくなって、 国中、 町中に ただ 一条、 その 桃の 古 



つい、 (乙) の 字な りに 畝った 小路の、 大 川へ 出口の 

すま かど 

小さな 二階家に、 独身で 住って、 門に 周易の 看板 を 出 

おんな うらない 

している、 小母さんが 既に 魔に 近い。 婦で ト筮を 

する のが 怪しい ので はない。 小僧 は、 もの 心つ いた 四 

つ 五つ 時分から、 親た ちに 聞いて 知っている。 大女の 

小母さん は、 娘の 時に 一度 死んで、 通夜の 三日の 真 夜 

中に 蘇生った。 その 時分から 酒 を 飲んだ から 酔って 

うたたね かんおけ 

転寝で もした 気で いたろう。 力 は あるし、 棺桶 をめ リ 

めリと 鳴らした。 それが 高島田だった というから なお 

稀 有で ある。 地獄 も 見て 来たよ —— 極楽 は、 お 手の も 

うらない たなごころ 

の だ、 とト 筮 ごとき は 掌 である。 且つ 寺子屋 仕 



込みで、 本が 読める。 五経、 文選 すらすらで、 書が ま 

よ め いど さまよ したし 

た 好い。 一度 冥途 を徜徉 つてから は、 仏教に 親んで 

参禅 もした と 聞く。 —— 小母さん は 寺子屋 時代から、 

u なら 、- ま うま 、" 

小僧の 父親と は 手 習 傍輩で、 そう 毎々 でもない が、 時々 

ゆきき や 

は 往来 をす る。 何ぞの 用で、 小僧 も 使いに 遣られて、 

煎餅 も 貰えば、 小母さんの 易 をトる 七星 を 剌繡し た 黒 

ゆき もど 

い 幕 を 張った 部屋 も 知っている、 その 往 戻りから、 フ 

ト この かくれた 小路 を も 覚えた のであった。 

この 魔の ような 小母さんが、 出口に 控えて いるから、 

怪 い 可 恐い ものが 顕われよう とも、 それが、 小母さん 

なかま こころやす 

のお 夥 間の 気がする ために、 何となく 心 易く つて、 い 



「新 坊、 —— あんな 処に、 一人で 何 をして いた 9 …… 

小母さんが 易 を 立てて 見て あげよう。 二階へ おいで ご 

月、 星 を 左右の 幕に、 祭壇 を 背に して、 詩経、 史記、 

ちゅうそ 

二十 一史、 十三 経 注疏なん ど 本箱が ずらり と 並んだ、 

ざぶとん すわ お い 

手 習 机 を 前に、 ずしり と 一杯に、 座蒲団に 坐って、 蔽 

のかかった 火桶 を 引 寄せ、 顔 を 見て、 ふとった 頰でニ 

のどか たばこ 

タニタ と 笑いながら、 長閑に 煙草 を 吸った あとで、 円 

い 肘 を 白く ついて、 あの 天眼鏡と いうの を 取って、 ぴ 

ぞ つ ふるい あが 

たりと 額に 当てられた 時 は、 小僧 は悚 然として 震 上 つ 

た。 

大 川の 瀬が さっと 聞こえて、 片側 町の、 岸の 松 並木 



へ 掛けて よく 見える と。 それ、 それ、 それ 見な、 

これ、 新坊。 坊が 立って いた、 あの 土塀の 中 は、 もう 

- つち 

家が 壊れて 草ば かりだ、 誰も 居な いんだ。 荒 庭に 古い 

ほこら 

祠が 一 つ だけ 残って いる …… 」 

ひと リ うなず 

と 言い かけて、 ふと 独で 頷 いた。 

「こいつ、 学校で、 勉強 盛りに、 親が わるい と言うの 

を 聞かずに、 夢中に なって、 余り 凝る から 魔が 魅した。 

ある 事 だ。 …… 枝の 形、 草の 影で も、 かし 本の 字に 見 

える。 新 坊や、 可 恐い 処だ、 あすこ は 可 恐い 処 だよ。 

—— 聞きな。 —— おそろしく なって 帰れなかったら、 

可い、 可い、 小母さんが、 町の 坂まで、 この 川 土手 を 



送つ て やろう。 

—— 旧藩の 頃に な、 あの 組 屋敷に、 忠義が つた 侍が 

居て な、 御主人の 難病 は、 巳 巳 巳 巳、 巳の 年月の 揃つ 

いきぎも 

た 若い 女の 生 肝で 治る と 言って、 —— よく ある 事 さ。 

いずれ、 主人の 方から、 内証で 入費 は 出たろう が、 

金子に あかして、 その 頃の 事 だから、 人 買の 手から、 

その 年月の 揃った という 若い 女 を 手に入れた。 あろう 

まないた はだか 

事 か、 俎 はな かろうよ。 雨戸に、 その 女 を 赤裸で 

で 打った とな。 …… これこれ、 まあ、 聞きな。 … 

ま つ しろ 

. ： 真白な 腹 をず ぶず ぶと 剌ぃ て 開いた …… 待ちな、 あ 

の 木戸に 立 掛けた 戸 は、 その 雨戸 かも 知れない よご 



「う う う 」 

小僧 は 息 を 引く ので あつ た。 

「酷たら しい 話 を するとお 思いで ない。 —— 聞きな。 

ゥ ま. 

さてと よ …… 生 肝 を 取って、 壺に 入れて、 組 屋敷の 

ばいしん うがい きょ あさが みし も 

陪臣 は、 行水、 嗽に、 身 を 潔め、 麻 上下で、 主人の 邸 

へ 持って行く。 お 傍 &師が 心得て、 …… これ だけの 薬 

しょ ラ 

だもの、 念のため、 生 肝 を、 生 の もので 見せて からと、 

ごぜん ちぎ も まっか 

御前で 壺を 開ける とな。 …… 血 肝と 思った 真 赤な のが、 

糠 袋よ、 な あ。 麝香 入の 匂 袋で でも ある 事 か —— 坊 

は 知るまい、 女の 膚身 を 湯で 磨く …… 気取った の は 

うぐいす 

鶯 の ふんが 入る、 糠 袋が、 それでも、 殊勝に、 思わ 



おうま おぼろ わか 

逢 魔が 時から は朧 にも あらず して 解る。 が、 夜の 裏 

こどもごころ 

木戸 は 小児 心に も 遠慮され る。 …… かし 本の 紙ば かり、 

三日 五日 続けて 見て 立つ と、 その美し いお 嬢さん が、 

他所から 帰ったら しく、 背へ 来て、 手 をと つて、 荒れ 

ほこら 

た 寂しい 庭 を 誘って、 その 祠 の 扉 を 開けて、 燈 明の 影 

に、 絵で 知った 鎧，. びつ のよう な 一具の 中から、 一冊の 

草双紙 を。 …… 

えとき 

「 I 絵 解 をして あげます か …… (註。 草双紙 を、 幼 

いものに 見せて、 母 また 姉な どの、 話して 聞かせる の 

を 絵 解と 言った。) —— 読めます か、 仮名ば かり ご 

「はい、 読めます ご 



た。 

私 は 今でも、 不思議に 思う。 そして 面影 も、 姿 も、 

川 も、 たそがれに 油 を 敷いた ように 目に 映る。 …… 

たいう うま 

大正… 年… 月の 中旬、 大雨の 日の 午の 時 頃から、 そ 

やわらか ながれ 

の大 川に 洪水した。 II 水が 軟 に 綺麗で、 流が 優 

しく、 瀬 も 荒れない というので、 —— 昔の 人の 心で あ 

ろう —— 名の 上へ 女 をつ けて 呼んだ 川に は、 不思議で 

ある。 

明治 七 年 七月 七日、 大雨の 降 続いた その 七日 七晚め 



かさな さい しき え 

な 蛇。 手箱 ほど 部の 重 つた、 表紙に 彩色 絵の 草紙 を 

巻いて —— 鼓の 転がる ように 流れた のが、 たちまち、 

ベ に しずく なかん すく 

紅の I 卞を 挙げて、 その 並木の 松の、 就中、 山よ リ高 

い、 二三 尺 水 を 出た 幹 を、 ひらひらと 昇って、 声す る 

むせ 

ばかり、 水に 咽んだ 葉に 隠れた。 —— 瞬く 間で ある。 



くずれ どべ い 

そこら、 屋敷 小路の、 荒廃 離 落した 低い 崩 土塀に は、 

おおよそ 何百 年来、 いかばかりの 蛇が 巣くって いたろ 

まむし 

う。 蝮が 多くて、 水に 浸った 軒々 では、 その 害 を 被つ 

たもの が少 くない。 



タと 鳴って 響いた。 —— 洪水に 巻かれて 落ちつつ、 は 

やわらか うが い 

じめ て 柔 い 地 を 知って、 砂 を 穿って 活 きたので あろ 

、つ。 

まんなか 

き ゃッ、 と 云う と、 島が 真中から 裂けた ように、 二 

からだ なみう ちぎ わ つぶて 

人の 身体 は、 浜へ も 返さず、 浪打際 をた だ 礫の ように 

左右へ 飛んで、 裸身で 逃げた。 

大正 十五 ( 一 九 二 六) 年 一 月 
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